しはす よ だ 

師走の 或 夜、 父 は 五 歳になる 男の子 を 抱き、 一 しょ 

に炬燧 へ は ひ つて ゐる。 

子 お父さん 何 かお 話し をして！ 

父 何の 話？ 

子 何でも。 …… うん、 虎のお 話が 一 ^いや。 

父 虎の 話？ 虎の 話 は 困った な。 

子 よう、 虎の 話 を さあ。 

父 虎の 話と。 …… ぢゃ 虎の 話 をして 上げよう。 昔、 

そつ 

朝鮮の らっぱ 卒 がね、 すっかりお 酒に 酔っ払ら つて、 

やまみち 

山路に ぐうぐう 寝て ゐた とさ。 すると 顔が 濡れる もん 

ま 

だから、 何かと 思って 目 を さます と、 いつの 間に か大 



子 死ななかった の？ 

父 そのうちに 町の まん 中へ 来る と、 とうとう お尻 

の 傷の 為に 倒れて 死んで しまった とさ。 けれども お尻 

に 立 つて ゐ たら っぱは 虎の 死んで しま ふまで、 ぶう ぶ 

う 鳴りつ づけに 鳴 つて ゐた とさ。 

子 (笑 ふ) らっぱ 卒 は？ 

父 らっぱ 卒は大 へん 褒められて 虎 退治の 御 褒美 を 

貰った つて …… さあ、 それでお しま ひだよ。 

子 いや だ。 何 かもう 一 つ。 

父 今度 は 虎の 話ぢ やない よ。 

子 う うん、 今度 も 虎のお 話 をして。 



父 そんなに 虎の 話ば かり あり やしない。 ええと、 

何かなかった かな 9 …… ああ、 ぢ やもう 一 つして 上げ 

よう。 これ も 朝鮮の 獵師 がね、 或 山奥へ 狩 をし に 行つ 

ちゃう ど 

たら、 丁度 目の 下の 谷底に 虎が 一 匹 歩いて ゐた とさ。 

子 大きい 虎？ 

父 うん、 大きい 虎が ね。 獵師 は^; い 獲物 だと 思つ 

さ つ そく 

て 早速 鉄砲へ 玉 を こめた とさ。 

子 打った の？ 

父 ところが 打た うとした 時に ね、 虎 はいきな リ身 

を ちぢめた と 思 ふと、 向う の大 岩に 飛び あがった とさ。 

けれども 宙へ 躍り 上った ぎり、 生憎 大岩 へと どかない 



うちに 地び たへ 落ちて しまった とさ。 

子 それから？ 

父 それから 虎 はもう 一度 もとの 処へ 帰って来た 上、 

又大 岩へ 飛び かかった とさ。 

子 今度 はう まく 飛びつ いた？ 

父 今度 もまた 落ちて しまった とさ。 すると 如何に 

はづか しぼ どこ 

も羞 しさう に 長い 尻つ 尾 を 垂らした なり、 何処かへ 

行って しまった とさ。 

子 ぢゃ虎 は 打たなかった の？ 

ようす 

父 うん、 あんまり その 容 子が 人間の やうに 見えた 

もんだ から、 可， 1 我 さう になって よして しまったって。 



子 つまらな いな あ、 そんなお 話。 何 かもう 一 つ 虎 

のお 話 をして。 

父 もう 一 つ？ 今度 は 猫の 話 をしょう。 長靴 を は 

いた 猫の 話 を。 

子 う うん、 もう 一 つ 虎のお 話 をして。 

父 仕 かたがな いな。 …… ぢゃ昔 大きい 虎が ね。 子 

虎 を 三 匹 持って ゐた とさ。 虎 はいつ も日暮 になる と 三 

よる ほらあな 

匹の 子 虎と 遊んで ゐた とさ。 それから 夜 は 洞穴へ は ひ 

つて 三 匹の 子 虎と 一し よに 寝た とさ。 …… おい、 寝ち 

まっちゃい けない よ。 

子 (眠む さう に) うん。 



父 ところが 或 秋の 日の 暮、 虎 は 獵師の 矢 を 受けて、 

死なない ばかりに なって 帰って来た とさ。 何にも 知ら 

ない 三 匹の 子 虎 は 直に 虎に じゃれつ いたと さ。 すると 

虎 はいつ もの やうに 躍ったり 跳たり して 遊んだ とさ。 

それから 又 夜 もい つもの やうに 洞穴へ は ひって 一 しょ 

に 寝た とさ。 けれども 夜明けに なって 見る と、 虎 は、 

いっか 三 匹の 子 虎の まん 中へ は ひって 死んで ゐた とさ。 

子 虎 は 皆 驚いて、 …… おい、 おきて ゐ るかい？ 

子 (寝入って 答へ をし ない) …… 

父 おい、 誰か ゐ ないか？ こいつ はもう 寝て しま 

つたよ。 



遠くで 「はい、 唯今」 とい ふ 返事が 聞え る。 

(大正 十四 年 十二月) 



底本 ： 「芥川龍之介 作品 集 第 四卷」 昭和 出版社 

1965 (昭和^) 年に 月^日 発行 

※底本の 「護 物」 「子 それから \ 父 それから 虎 は…」 

「何処かへ 行って しまった とさ」 は それぞれ、 「獲物」 

「子 それから？ \ 父 それから 虎 は…」 「何処かへ 行 

つてし まった とさ ご にあら ためました。 

※疑問 点の 確認に あたって は、 「芥川龍之介 全集 第 

十三 卷」 岩波 書店、 1996 (平成 8) 年：： 月 8 日 発 

行 を 参照し ました。 

人力 .. j.utiysls 

校正 ： かとう かおり 



1999 年 ー 月^日 公開 

2 003 年 S 月 7 日 修ノ王 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



